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営業外費用及び特別損失の計上に関するお知らせ 

  

当社グループは、平成 29 年４月期第２四半期連結累計期間（平成 28 年５月１日～平成 28 年 10

月 31 日）において、営業外費用及び特別損失を計上いたしましたので、下記のとおりお知らせいた

します。 

記 

 

１．営業外費用の内容 

 当社グループは、平成 29 年４月期第１四半期連結会計期間（平成 28年５月１日～平成 28年７月

31 日）に 125,261 千円の為替差損を計上しておりましたが、その後の為替相場の変動等により、平

成 29年４月期第２四半期会計期間（平成 28年８月１日～平成 28年 10月 31日）では、為替差損は

8,585千円増加することとなり、平成 29年４月期第２四半期連結累計期間（平成 28年５月１日～平

成 28年 10月 31日）に 133,846千円の為替差損を営業外費用として計上いたします。 

これは主に当社連結子会社が保有する外貨建て資産等の為替相場の変動により生じる評価替えに

よるものです。 

 

２．特別損失の内容 

 当社グループは、前期末で有形固定資産及び無形固定資産の減損を行っております。資産内容は本

止血材や歯槽骨再建材等の医療製品事業に関する検査機器、特許権及び特許実施権ですが、事業遂行

の過程で相互に関連することから一つの資産グループと見做し一括の減損処理を行ったものです。当

期も四半期毎に減損の兆候が生じた対象資産について、当期以降の収益性を見積り、対象資産の帳簿

価額と回収可能性額を比較検討し、減損処理の判定を行っております。 

平成 29年４月期第１四半期連結会計期間（平成 28年５月１日～平成 28年 7月 31日）において新

たに当該期間に資産計上した固定資産約 30,230 千円につき減損処理を行い、特別損失に計上いたし

ましたが、平成 29年４月期第２四半期連結会計期間（平成 28年８月１日～平成 28年 10月 31日）

についても新たに当該期間に資産計上した固定資産約 20,402千円（有形固定資産 780千円、無形固

定資産 4,463千円、特許に関する長期前払費用等 15,158 千円)の減損処理を行い、平成 29年４月期

第２四半期連結累計期間（平成 28年５月１日～平成 28年 10月 31日）に 50,633千円の特別損失を

計上いたします。 



 

  

３．業績に与える影響 

本件の通期業績に与える影響につきましては、本日公表予定の「平成 29 年４月期第２四半期決算

短信[日本基準](連結)」をご覧下さい。 

 

    以 上 


